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高
齢
化
な
ど
で
篠
笛
奏
者
が
途
絶
え
た
囃
子
連
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
２０
年
前
か
ら
分
か
り
や

す
い
譜
面
作
り
に
取
り
組
み
、
後
継
者
育
成
に

一
役
買
っ
て
き
た
の
が
、
横
浜
市
の
水
野
雅
広

さ
ん
（
５０
）
だ
。
１９
日
に
市
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
い
活
動
を
報
告
す
る
。

小
林
さ
ん
に
篠
笛
を
指
導
す
る
水
野
さ
ん

（左
）
――
大
和
市
深
見

・３
日
、
大
和
市
深
見
の
八
坂

神
社
。
境
内

の
自
治
会
館
か

ら
陽
気
な
囃
子
の
音
が
漏
れ

た
。
地
元
の
男
女
１８
人
の

「深

見
八
坂
神
社
囃
子
連
中
」
が
、

横
浜
市
の
囃
子
連

「横
浜
や

っ

し
ゃ
鯛
」
で
理
事
を
務
め
る
水

野
さ
ん

の
指
導

を
受
け

て
い

た
。メ

ン
バ
■
の

一
人
、
小
林
均

さ
ん
（
６８
）
は
篠
笛
歴
が
半
年
に

満
た
な
い
が
、
軽
や
か
な
指
運

び
を
見
せ
た
。
実
は
囃
子
連
中

結
成
当
初
の
４０
年
前
に
も
篠
笛

を
習
い
始
め
た
が
、
譜
面
が
な

い
う
え
師
匠
の
手
の
動
き
を
何

度
見
て
も
覚
え
ら
れ
ず
、
諦
め

て
事
務
方
を
続
け
て
き
た
「

半
年
前
、
囃
子
連
中
が
水
野

さ
ん
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

決
ま

っ
た
の
を
機
に
再
挑
戦
す

る
と
、
今
度
は
す
ぐ
に
上
達
し

た
。

「譜
面
で
自
主
練
し
ま
し

た
。
も

つ
と
う
ま
く
な
れ
ば
孫

に
も
篠
笛
を
教
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
■
と
喜
ぶ
。

水
野
さ
ん
が
分
か
り
や
す
ぐ

工
夫
し
た
篠
笛
の
譜
面
作
り
に

取
り

組
ん

で
２０
年
近
く
に
な

る
。
最
初
は
自
分
の
練
習
の
た

め
だ

っ
た
。
譜
面
が
あ
れ
ば
独

習
で
き
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
後
世

に
伝
え
る
利
点
も
あ
る
。
後
継

者
難
が
進
む
中
、

「も

っ
と
効

果
的
に
篠
笛
を
教
え
ら
れ
る
は

ず
だ
」
と
譜
面
作
り
の
計
画
を

立
て
て
国
を
説
得
。
５
年
前
か

ら
国
の
助
成
で
各
地
の
囃
子
連

を
回
り
、
演
奏
を
聴
い
て
は
譜

面
を
つ
く

っ
て
提
供
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
　
　
　
　
一　
　
　
・

一
つ
の
囃
子
連
に
２０
，
３０
回

一

足
を
こ
ん
で
譜
面
作
り
を
続

け
、
１
曲
完
成
す
る
の
に
半
年

謁
転
肪鮮
締

子
連
に
譜
面
を
提
供
し
た
「

２
年
前
か
ら
は
県
と
の
共
同

事
業
で
、
大
和
や
厚
木
な
ど
の

八
つ
の
囃
子
連
に
譜
面
提
供
と

指
導
を
続
け
る
。
譜
面
の
改
良

も
重

ね
、
同
じ
音
調

ご
と
に

赤
、
青
、
黄
色
な
ど
に
色
分
け

し
た
。

「お
囃
子
の
核
で
あ
る

篠
笛
が
な
く
な
れ
ば
、
大
抵
の

お
囃
子
は
消
え
て
し
ま
う
。
篠

笛
奏
者
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

だ
」
と
話
す
。

・９
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
横

浜
市
中
区
の
横
浜
情
報
文
化
セ

ン
タ
ト

・
情
文
ホ
ー
ル
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
水
野
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
報

告
す
る
。
祭
り
囃
子
の
実
演
も

あ
る
。
入
場
無
料
。
申
し
込
み

は
横
浜
や

っ
し
ゃ
鯛

（
０
４
５

●
２
６
２

●
２
６
１
２
）
へ
。

（長
谷
川
健
）
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や
伝
承
を
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模
で習

・厚
木
、
大
和
両
市
の
祭
り
は

や
し
や
神
楽
な
ど
を
題
材
に
、

地
域
の
伝
統
芸
能
の
保
存

¨
伝

承
を
考
え
る
ソ
ン
ポ
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■
日
午
後
■
時
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、
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浜
一

鍵

基

藁

一開

‐
か
れ
る
「
伝
航
芸
能
の
調
査

の
協
働
事
業
と
し
て

「か
な
が

盤
窮
轟
諾粥警叶̈

で
後
総
者
を
育
成
す
る
の
を
、
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化
し
、
担
い
手
が

い
な
く
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っ
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笛
を
復
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せ
る
な
ど
伝
承
方
法
の
モ
デ
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い
う
゛
シ
ツ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
特

に
、
こ
の
笛
の
伝
承
に
焦
点
を

当
て
、
厚
木
、
大
和
両
市
内
の

一神
楽
や
は
や
し
の
保
存
会
８
団

体
で
の
成
果
事
打
を
発
表
一
譜

画
化
の
手
順
を
紹
介
し
、
７
団

体
が
実
演
す
る
。
一
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伝
統
芸
能

担
い
手
を

餓″/v4″滋

後
継
者
不
足
が
課
題
ど

な
っ
て
い
る
県
内
各

‐
地
の

伝
統
芸
能
に
つ
い
て
い
有

効
な
担
い
手
の
育
成
方
法

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
十
九
日
午
後

一
時
三
十

分
か
ら
、
横
浜
市
中
区
の

横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

「情
文
ホ
ー
ル
」
で
開
か

れ
る
。

担
い
手
育
成
の
事
例
発

表
と
し
て
、
祭
り
ば
や
し

と
神
楽
の
愛
好
グ
ル
ー
プ

「横
浜
や

っ
し
ゃ
鯛
」
の

指
導
者
水
野
雅
広
さ
ん

雀
９
が
講
演
す
る
。

は
や
し
方
や
曲
芸
な
ど

も
こ
な
す
水
野
さ
ん
は
ヽ

地
域
伝
統
の
後
継
者
不
足

に
つ
い
て

「師
匠
の
動
き

を
見
て
覚
え
る
し
か
方
法

が
な
か

っ
た
か
ら
」
と

，

因
を
指
摘
。

「譜
面
や
音

源
を
用
意
し
、
効
率
的
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
」
と
説
く
。

講
演
で
は
二
〇

一
〇
、

一
一
年
度

に
県
と
の
共

同
事
業
と
し
て
厚
木
市
や

大
和
市

の
計
八
団
体
を

対
象
に
実
施
し
た
、
普
及

活
動

の
成
果
な
ど
を
話

す
。こ

の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

あ
る
。
入
場
無
料
だ
が
、

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ
は

「横
浜
や

っ
し
ゃ
鯛
」
＝
電
０
４
５

（
２
６
２
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２
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